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 分担研究報告書 

 

患者の服薬状況の問題解決を目的とした根拠に基づく処方提案等の実施に 

向けた取り組みに関する研究 
 
 

研究分担者 益山 光一 東京薬科大学薬学部 

 

        

研究要旨 

患者が薬局に安心して相談できるための環境の構築に向け、まず、患者が服用する薬剤

の個別の内容以外で、患者が薬局に相談したい内容を明らにするため、薬剤師へのアンケ

ート調査を実施した。その結果、検査値、アドヒアランス、健康に関係する内容の相談が

多いことがわかった。今後、検査値、アドヒアランス、健康に関する相談項目が多いこと

を患者に情報提供し、相談しやすい環境作りに関する調査研究のデザインの作成、健康に

ついては健康食品の情報収集方法手順等についてさらに調査を実施し、患者が安心して相

談できるための課題の解決に向けて、引き続き調査研究を行うこととする。 

 

 

 

 

A. 研究目的 

薬局ビジョン作成の趣旨において、『こ

こで、「患者のための」としているの

は、・・・・、医薬分業が本来目指す、患者・

住民が医薬品、薬物療法等に関して安心し

て相談でき、患者ごとに最適な薬物療法を

うけられるような薬局のあり方を目指すこ

とを指している。』とされている。このよう

な薬局を目指すには、まず、安心して相談

できる環境が重要な要素の 1 つである。 

本分担研究では、患者が日頃、個別の薬の

問題のみならず、薬物療法等についてどのよ

うな点に負担や疑問等を感じ、薬剤師への相

談が多いものは何を把握し、そのような相談

について、適切に対応して信頼を得ることに

関する調査研究を行い、「かかりつけ薬剤師」

の更なる機能の検討及び必要な専門性や有用

性などの具体的な内容や習得方法について分

析、検証を行う。 

 
B. 研究方法 

１． 個別薬剤以外での患者の負担や悩みに

関する薬剤師調査について 

（１）調査対象 

調査対象は、株式会社ファーマシィ、

株式会社永冨調剤薬局、株式会社ミズ
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（溝上薬局）、鹿児島県薬剤師会に所属

する薬局薬剤師の 4 団体の合計 1,017薬

局、2,063 人である。 

 調査は、Web と紙媒体の二種類を用い

て行った。電子メール、FAX 等で薬局に

周知・配布し、回収した。用紙アンケー

トには、Web アンケートのホームページ

アドレス（URL）を記載した。 

（２）調査項目 

 回答した薬剤師の基本情報（勤務地域、

薬局での勤務年数、就労形態、在宅訪問

の経験の有無、かかりつけ薬剤師の届出

の有無）、次に、患者からの相談に関す

る設問については、薬局ビジョンに掲げ

られている「かかりつけ薬剤師・薬局が

必要となる患者像」にそって、㋐：高齢

者をはじめ、慢性疾患を有する患者（15

項目）、㋑：重篤あるいは高度な薬学的

管理が必要な患者（7 項目）、㋒：妊婦や

乳幼児を抱える患者（5 項目）に分類し、

薬局ビジョン等を参考にし、個別の医薬

品や薬物治療等以外の薬に関する幅広

い患者負担や心配事についての相談内

容を検討した。 

（３）分析方法 

 Microsoft Excel 2013 を用いて、調査

票の項目について単純集計を行った。そ

れぞれの項目についての相談頻度を把

握するために「よくある」と「ときどき

ある」を「ある」とし、また「ほとんど

ない」と「全くない」を「ない」として

まとめ、相談頻度の高い順に並べた。 

 

２． 薬剤師調査を踏まえた更なる調査計画

の設計 

１．の調査結果を活用した相談対応の検

討として、調査結果を活用した患者への

相談対応の実施に向け、調査手法やその

効果について測定を行うための検討や

必要な課題解決等について検討を行う。 

 

 

（倫理面への配慮） 

 薬剤師調査を実施するにあたり、東京薬科

大学ヒト組織等を研究活用するための倫理委

員会の承認を受けている。（承認番号 17-12）。 

 

 
C. 研究結果 

１.個別薬剤以外での患者の負担や悩みに関

する薬剤師調査について 

（１） 回答者の基本情報 

 回答のあった 786 人（38.1%）のデータを

集計し、分析した。ただし 786 人のうち 15

人は無回答項目があったため集計から除外し、

有効回答数は 771 人（37.4%）とした。基本

情報に関しては、表 1 に示す。 

 

 

 

（２）患者からの相談内容について 

 患者像別に「ある」の割合が高かった項目

を示すと、高齢者をはじめ、慢性疾患を有す

る患者では「血液検査の結果（見方など）に

ついて教えてほしい」（95.2%）、「いつまで

薬を飲み続けるのか」（90.7%）、「医師には

薬を飲めていないことを実は話せないでい
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る」（87.3％）、「余っている薬を処分してほ

しい」（86.8%）、「患者さまやご家族の健康

相談について」（83.5％）、「健康食品につい

て」（82.2%）、「いつもと同じ薬なので病院

に行かずに薬局で薬をもらえるか」（80.9%）

の項目が高かった。また重篤あるいは高度な

薬学的管理が必要な患者では「専門の病院は

あるか」（66.5%）、「処方された薬や病状に

ついての相談をゆっくりしたい」（60.1%）の

項目が高く、妊婦や乳幼児を抱える患者では

「妊娠期・授乳期の飲食物（薬以外）の相談」

（46.7%）、「妊娠期・授乳期に健康食品を使

用してもいいか」（32.2%）の項目が高かった

（表 2）。 

 患者像間で比較すると、高齢者をはじめ、

慢性疾患を有する患者からの相談内容が上位

を占め、重篤あるいは高度な薬学的管理が必

要な患者および妊婦や乳幼児を抱える患者に

ついての項目は、相談頻度が低い傾向にあっ

た。 

 

 

 

２．薬剤師調査を踏まえた更なる調査計画の

設計 

（１）１．の調査結果を活用した相談対応  

の検討（簡易介入研究） 

薬剤師調査と同様に、株式会社ファー

マシィ等の協力を得て、慢性疾患の患者

に対して、表 2 の調査結果を活用して、

「同様な慢性疾患患者では、このような

相談があるようですが、もし、同様な相

談がありましたら、いつでも遠慮なくご

相談ください。」といった話を服薬指導

後に行い、その後次回や次々回での訪問

時での相談状況について調査を行うこ

ととし、調査計画を設定している。また、

都心での反応も必要と考え、東京都内で

の調査対象についても調整を実施して

いる。調査対象が固まり次第、本学の倫
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理審査委員会での承認を得て、具体的な

調査の実施を行うこととしている。 

（２）血液検査の結果に関する相談の実施 

  血液検査の結果（見方など）について教

えてほしいという相談が最も多かったこ

とから、（１）の調査と併せて、「特に、血

液検査等の検査結果で知りたい事やご相

談があればいつでもお気軽にお尋ねくだ

さい。」の旨の話を薬剤師から患者に積極

的に実施し、その結果、どのような質問が

あったか、また、検査結果を見せてもらえ

る機会を活用して、腎機能のデータ及び体

重等の情報について患者の了解をとって

収集し、用量等の確認の実施を行うことを

検討する。この調査についても実施に際し

ては、（１）と同様の手続きを行うことと

する。 

（３）健康食品に関する情報収集活動の検討 

  検査値やアドヒアランスの課題と並び、

上位にあった相談が健康食品であった。 

  健康食品については、機能性表示食品等

の新たな動きのある一方で、どのような情

報を薬剤師が得て患者に提供すべきであ

るのか、検査値やアドヒアランスに比して、

明確とは言えない状況もあり検討を行っ

た結果、様々なデータや書籍等の中から、

信頼性が高く利用の平易なデータとして、

今回、国立健康・栄養研究所の『「健康食

品」の安全性・有効性情報』のホームペー

ジ（ＨＰ）の活用方法について検討するた

め、同研究所の食品保健機能研究部の梅垣

部長にインタビュー調査を実施した。その

中で、『健康食品は有害事象が起きても服

用者はそれが原因と気づきにくいし、医者

にも言わない。なので「やめる」という判

断、または「やめさせる」ということが難

しい。HP に掲載される情報や情報源は論

文となっていることが必須で、「誰が、何

を、どの期間、どの程度の量」服用したが

必ず明記され、安全性（動物試験でも可）、

有効性（ヒト試験データに限る）が示され

ている。それであれば HP 情報と現在の服

用状況を照らし合わせ、「やめる」（もし

くは「やめさせる」）という判断がしやす

くなる。』という HP の作成の趣旨を踏ま

え、薬局薬剤師に活用しやすくなるような

情報発信を検討することし、今後、「HP の

歩き方」のようなものを作成するよう検討

する。 

 

（４）その他 

 今回の薬剤師調査では、慢性疾患の相談

の頻度と妊婦や乳幼児の相談頻度につい

て同列では測れない面もある。特に、妊婦

や乳幼児を抱える患者が多く通うような

薬局において、どのような相談が多いのか

についても調査の実施に向けた検討を行

うこととする。 

また、海外（特にカナダ）における薬剤

師職能の活用事例についても参考資料と

して、情報取集を行うこととする。 

 
D. 考察 

今回の薬剤師調査は、医薬品、薬物治療

に関する相談以外で患者から薬剤師への相

談にはどのようなものがあるかを明らかに

することを目的として実施したものである。 

その結果の上位である検査値、アドヒア

ランス、健康食品といった相談要望の高い

内容については、その相談対応のための勉

強や情報収集を始めることは勿論のこと、

例えば、慢性疾患の患者においては、薬を

飲めていないことを医師には話せないでい

るという方も多いことについて患者に情報

提供し、同じような相談がある患者から相

談をしやすい環境を作るなど、本調査結果
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を活用して、その患者ごとにあった問題解

決に向けた取組みを考えていくことも重要

であると考えられる。 

 

E. 結論 

個別の医薬品や薬物治療等に直接関係が

ないと想定される相談に関しても、日頃から

患者が相談しやすい環境を作り、その相談に

しっかり対応していくことが、患者との信頼

関係を築き上げるうえで大切となる。そのた

めにも今回、薬剤師の経験上で上位にあった

患者の相談項目については、相談対応可能な

知識や説明の向上を図ることが望まれる。か

かりつけ薬剤師においては、患者とのコミュ

ニケーションの中で薬に関係する負担や心配

事を引き出し、患者のニーズを把握し、解消

に繋げていくことでその存在意義を患者に認

識してもらうことが重要である。今後、更な

る調査として、調査結果を活用した相談対応

に関する調査研究、健康食品への対応、妊婦

や乳幼児への相談対応について調査研究を進

め、カナダ薬剤師等の患者に信頼のある薬剤

師事例の情報等も収集の上で参考にしつつ、

患者が安心して相談できる環境作りに必要な

データ収集及びその検証を実施していくこと

とする。 

 
F. 健康危険情報 

特になし。 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 

1. 能城裕希，赤羽優燿，櫻井浩子，益山

光一；薬局での相談経験に関する薬剤

師アンケート調査から考察したかか

りつけ薬剤師・薬局に求められる機能

（速報）、日本薬剤師会雑誌 第 69 巻

第 11 号 

 
 2.  学会発表 

1. 能城裕希，益山光一；患者からの相談

対応に関するアンケート調査から考察

したかかりつけ薬剤師・薬局に求めら

れる機能、第 50 回日本薬剤師会学術

大会 2017 年 10 月 8 日・9 日 東京 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1． 特許取得 

なし 

2． 実用新案登録 

なし 

3． その他 

なし 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


